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ドイツ側株主のフォイト社はドイツ南東部、バーデン・ビュ

ルテンべルク州のハイデンハイムという人口 5万の小さな

町に本社を置いており、創業 153 年の老舗機械メーカー

です。水力発電機器の分野では世界のトップメーカーで

あり、他に製紙機械、鉄道車両の推進システム等でも世

界市場で大きなシェアを占めています。 

 

日本側株主の富士電機も 1923年に古河電気工業とシー

メンス社の合弁として設立された歴史のある、かつドイツ

とも縁の深い会社です。水力発電機器の分野では富士

電機とフォイト社は戦前から技術提供などを通じ協力関

係にあり、こうした背景から、合弁会社の設立から現在に

至るまで良好な関係を維持発展してきました。 

 

いま地球温暖化を始めとする環境問題が大きく取り上げ

られております。最近では温室効果ガスの排出を 2050年

までに全体としてゼロにする目標が示され、再生可能エ

ネルギーを増やしていく流れは今後も一層強くなるものと

見られています。 

 

水力発電は 70 年代までは主流でしたが、火力発電や原

子力発電が伸長するなか、しばらく伸び悩みの時期が続

きました。ところがここ 10 年くらいの間に再生可能エネル

ギーが大きな注目を浴び、水力発電を再評価する機運が

高まっています。 

太陽光発電や風力発電は天候に大きく左右されますが、

水力は安定して発電することができます。 

 

今後は既存の水力発電所の機器が老朽化し、取り換え

の時期を迎えます。水力発電機器を新しくすると同時に

最新の技術で発電能力の増やすことも可能です。環境負

荷の少ない発電方法として今後も時代のニーズに合った

事業を進め、社会に貢献していきたいと考えます。 
韓国の発電所における発電機の設置 

 

南アフリカの発電所における 

発電機の設置 

 

富士・フォイトハイドロ株式会社 
 

本社が入るビル（富士電機川崎工場内） 

 

出荷前の水車 

  

当社はドイツのフォイト社と日本の富士電機が折半で出資して 1997 年に設立した

日独合弁の会社です。大手電力会社を始めとする発電事業者など、国内、海外の

顧客に対し水力発電設備の製造販売を行っています。川崎市に本社と工場があ

り、おかげさまで設立以来 23年間順調に業容を拡大しております。 

 

発電機の設置 

水車のイメージ画像 

韓国の発電所における 

水車の設置 


